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本
書
は
、
確

か

に「

廳

経

済

論

体

系」

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
办
に
は
. 

ぐ,

■

が

が

達

更

が

糧

|
_

:
 

资
本
の
理
論
が
あ
り
、
商
業
の
現
状
分
析
が
な
さ
れ
て
あ

.0

、

マ
I

ヶ
テ
ィ
ン 

ダ
論
が
あ
り
、
社
会
主
義
社
会
の
商
業
に
ま
で
淞
よ
ん
で
い
る

0-

そ
れ
は
絶
え
，

一： .

彩

と

0

_

黎
_

_

ー售
資本
響

1 :

開

_

番

邏

承

れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
そ
れ
に
触
れ
る
部
分
も
少
な
く
は
な
く
、全
体
と
し
て
、

)

_

主

義

滌: 1:

会_

け

务

麗

：
へ

_

響

強

分

：
^

装

滾
1

:1

通
じ
て
現
段
階
の1

が
、過
去
か
ら
い
か
に
.
し
て
お
よ
ん
で
き
た
か
、
そ
，し
て

あ

ら

ゆ

る

も

；の
が

■そ

う.
で
，あ'
る
ご_
と

く
.>
'.
本

書

も

決

し

：て

無

欠

点

^

は
._な

し

■  

が
た
い
。
ま
ずI

の
発
達
過
程
や
現
実
の
記
述
に
擦
し
、
具
体
的
な
数
字

‘ 

数
表
を
よ
り
多
く
辟
入
す
ベ
き
で
は
.
な

か

ろ

う

か

.。
，
こ
れ
を
し
た

•
な
ら
ば
、
.
そ 

の.

主
張
は
よ
り'
一
段
と
明
確
にM

に
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
.
う
。
•
つ
い
で
本

晝

藝

：

I

一
の
欠
点
は
一

_

衮
_

|

^

業
■.

ぃ

礙

助

讓_

業

と

：、：

の
関
連
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う

.

こ
と

'
で
あ
る
，。
な
る
ほ

.

ど
本
蜜I

で
は 

'.
:.-M

:

Q

a

^
:
、.へ

 

蓮
輸
、'\
:.
:保
管
、
分«

:«

別
免
混
合、
：
«

上

げ

、
.
こ 

包
装
な
ど
を
含
ま
な
い

」

Q

1

一
頁)

と
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

.

し
か
し「
商

太
な
：い1>

裏

紙

織

の̂

^

^
1

が
、
；売
賈21

;

ゼ
も
&

讓

、-'
',
'保
管
ひ̂

1

^

べ 

選
別
、
混4

n

、
仕
上
げ
、
包
装
な
，ど
を
含
む
と
い
う
こ
と
は
、..否
定
す
る
こ
と 

Q

で
き
な
い
取
実
と
し

.

て
こ
れ
を.

致
認
せ
ざ
る
を
え
な
い

」
， 0

一
 

八
頁)

と
も
さ 

れ
る
の
で
あ
っ
て
、

.

特
に
商
業
の
绝
達
過
程
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
の
関
連

'
 

も
触
れ
ら
れ
る
必
要
他
が
大
な
の
で

•

は
な
か
ろ
う
か
。..

;
餐
義
め
茧
诚
ど
発
展
の
盖
過
程
を
通
じ
て
巧
国
裹
奄
れ
ぞ
れ
ぬ
時
期 

に
、
き
わ
め.

て
微
妙
な
役
割
を
し
て
い.

る
こ
と
は
事
実
で
あ.

る
。
特
に
商
業
に

' 

;p
- u

次
■

^

^

^

め

場

合

：
：
尤

は

观

ぬ

独

特

_

.

る

政

策

が

歷

開

さ

れ

：
て

：
い

名

。
つ 

そ
れ
は
あ
る
場
合
に
お
い
て
ば
商
業
統
制
で
あ
り
、
ま
た
他
の
場

<

r r

に
は
4 *
ホ 

1

の
保
護
政
策
と
も
な
っ
た
。
そ
の

#

^

に
疮
じ
て
各
様
の
，i

® c
^

が
.と 

ら
れ
て

.

い‘

る
が
、
本
書
で
は
、
国
家
に
よ
る
商
業
政
策
の
理
論
お
よ
び
実
際
に 

;
:.
崩

.
?:
^

:

» :
^

令
と._

と̂

が
唐
我
め̂

少
な

^
:

:

. 

ノ 

..へ：；；、：  

べ.

、'
\

;

摘

業̂

J
m

を
*
^

t
r

^

'^

れ

摩：：

国
#

®

^

と

賢#

ゼ
な
友
め
で
は.
な.
か
': 

:

ろ
5:.

^

';
:
こ"
：の
：
1
|

^

沦_

1

t
.

.v
>

の

蹇

ぅ

暫

商

賺

と

しV

は
、

' 

:
;-.

め

：
両

者

勿

関

部

ぞ

以

か

；
に

理

解

じ

^

な

奴

ぬ

よ

：
い

0

が
ァ
質
展
廣
業
で
あ
っ 

る
か
な
い
か
。
商
業
で
ふ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
位
置
を
商
業
お
よ
び

：.. 

滴
業
学-
2
3
に

お

：
い

て

占

め

る

べ

.
き
か
。
：
だ>?
^

ば

害

办
^

{

1

§

の

業

主； 

#

1

斿
£

:?
)

商

業

跤

っ

ー

い

：

で

論

述

ザ

る

個

所

で

、
：

—

民

地

乾

靈
« .-

の

翼

;> 

;
輸
出
入
問
題
咬
は.
、(

へ
決
：
し

て

：
明

確

な

る

記

述

^

^

さ
れ
て
1 '

な

い
;0
先

進

諸

国
 

'■
;-

強
汰
国
^
讓
経
済
無
馬
枭
け
畜
業
が
賢
易
上
ー
の
諸
行
為
と
ぞ
の
諸
影
厂 

.

響

養
^

^

ま
ヶ
貿
易
の
間
題
を
旗
如
て
ず
視
代
の
商
業
の
十
分
な
る
把
握
が

' 

可
能
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
.
' 

- 

v:

へ
本
書
の®

論
：

吃
も
、
：
：

1
:ヤ

^

 

.そ
れ 

は
理
論
記
述
の
文
体
と
そ
め
使
用
す
る
文
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ル 

.
'グ
ー
ス
ー
経
_

の

書

と

：
は
ー
い

'

.̂ .

:

、
：
い
.

ざ

き.
か

陳

腐

め

：
表

現

が

多

い

- °

静

か

.
な

る

言
 

.

葉

で:>
静

か.
な

：
る

態

度

.

の

ヲ

ち
..
に

述

べ

ら

れ

て

こ

：
そ

づ

そ

©

主

張

す

る

真

理

は

.
、 

よ
.

り

よ

く

、

そ

，し

..
て.
ょ
り
広
く
、
読
む
も
の
を
，し
て
納
得
せ
し
む
る
の
で
は
な

.

い
だ
ろ
う
か
。
従
来
か
ら
の
；マ
ル
ク.

久.

経
済
学
は
、

’

こ

：
の

点

に

関

し

ー

'

種
独
特
：
 

な
る
文
言
と
表
現
を
あ
ま
.0

に
多
く
持
ち
す
ガ
で
ー.

い‘

る
。'

読
む
も
の
：を
1>.

で
、
 

.

内
容
と
は
別
に

.

.
"

ま
た
か.

//-

」

の
感̂

:

湧
が

0

で.
.

し
ま
う

0

は
そ
の.

.
4
4

な
る
欠
点 

で
あ
る
。.

本
書

r

も
：こ
の
廒
ぼ
免
れ
な
V V

。
狴
動
な
こ
と
で
は
あ
ろ
5 :
:

:

が
。.:

'

さ

て

本

書

は、.'
 
そ

の
’ 
S
し
：が

き

：
1
2.

〜

六

頁K

お

い

て

述

べ

ら

れ

.て
い
ぐ 

る
ぞ
の
使
命
を
十
分
に
桌
す
も
の
.
で
知>
0
う
と
思
わ.
れ.
る
0
本
書
^
1̂
ん
な
る 

商
業
の
技
術
の
解
説
や
現
象<0.
記
述
だ
け
の
も
の
で
ば
な
い
。
そ
こ
で
述
べ̂

: 

れ
て
い
各
も
の
は「

商
業
に
が
ん
す
る
科
学
的
な
理
論
体
系

」

''(

は
し
が
き
：の.- 

三.
頁)

で
あ
：る
。n

咼
い
水
準
の
理
論J.X

は
、し'が
き
の
ー1一
頁>:

で
あ
^

：
そ
し
：
 

て
本
書
が
森
下
一
一
次
也
氏

.
の
編
の
も
と
，に' 
茂
木
六
郞
、
山
本
朗
、
橋
本
熱、： . 

M
呂
勉
、：

荒
川
祐
吉.
お
よ
び
井
上
幸1.

の
諸
氏
に
よ
？
て
分
担
執
筆
さ
れ
た
も
. 

の
で
あ
如
な
が
ち
、決
し
て
形
炎
の
不
整
や
用
語
0
|

^
へー；な
ど.
に
陥
入
ら
ず、. 

十
分
の
調
整
が
ゆ
き
と
ど
い
て■い
て
、
各
章
の
連
結
も
円
滑
に
、
内
容
も
よ
ど

. 

み
な
く
流
れ
て
、:
こ
：こ

に

共

同

_

の
！̂
成
果
を
示
さ
れ
た&
と
ば
、:.
囊

.の 

^
^
の
^

^
進

と

そ

の

業

震

表

の

方

法

の

”
ー

将

来

を

十

ず

る

ヤ

実

例

と

--
L

. 

て
も
、
高
ぐ
評
価
で■き
よ
う
。
未
書
の
刊
行
を
商
業
学
者
•
学
徒
こ
ぞ
ヶ
て
こ 

れ.
を
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
。
,
:

 

:

(

淼

下

ニ

次

砠
.̂

1

一
一
章
箄

」

0

を
淼
下
ー
：
ー
诙
他
、
ヾ
カ
趴

'7
!
1
立
大 

'

学
教
授
。
；ッ
第

一

章
を
茂
木
：六
郎
、

.'
■'

長
崎
大
学
助
手
。

》

第
ニ
韋
を
：.0
1
本
朗
、
.
太.:

: 

で
；
阪
市
立
犬
学
講
師
。
第
三
章
第

1;

節

以

下

ネ

摘

本

戰

；

_

香
州
汰
学
助
教
授
。 

へ
錐
四̂

女
風
呂
勉
，
.神
戸
葩
科
大
学
靡
師

''
0

第
2:

章

、
第
ボ
章

.

を
荒
川
祐
吉
、
，

〈

■

神
声
大
学
助
教
授
。

:-

第
七
章
を
井.

上

幸'

一̂

松

山

商

科

大

学

助

教

授

が

冬

れ

.
：
，

ン
: ,.

'

:«

ソ'

 ぐ：：

評
.

.

,

.

;;..

':
::
.

'
.
3

,

ぞ
れ
担
当
執
筆
。
.
.

は

：
し

被

ぎ

が

六

：
頁

：、

自

次

が

：
八

頁

、.
.
.本

文

：
が
.
三

力

一

頁

： 

事
項
索
引
が
九
頁
、

V

参
#'
文

献

目

録

が
1

五
頁
。
、文
人
書
房
。'A
5

判
。
，昭 

和

主

：
十

、
四

年

：
九

月

1

---

十
日
発
社
。

五0

〇
円
。>

ン」

..
:

;:.
-
'

(

庭
田
範
秋

>

- 

.•

.
:

:
.

ン
...

I
':
'

:.'
 

ハ

麵

-
'
、『

F
:

シ
T
:

思

想
*

-

^

ス1
ラ
ヴ
思
想€.
'

展
開
|

』

■
こ

I.
.
:;-.

:
 .
.-
 
,

.へ.
' .. 

-

-!
■
■'■
'- 
:

.

.

.

 
. 

.- 

V
- 

. 

. 

.

'
■..
.
.-

:

一
佐
々
木
俊
次
氏
の
：：

「

ロ̂

ア
敗
想
史' -
ば
、
0 :
ぎ
の
諸
章
ょ
り
な
る
大
著
で

あ
々
0..

.--

^

 

ベ
. :

一
.

*
^

;
V

第 

ー_ .

章
'::;

ス
；ラ
ゲ
統
；
—-

の
志
向
ー
ど
最
匆

:0
^
^

,
;,
>

一® '

一
章
：
.

人

一

フ

ケ

至

義

の

霧

者

イ

ワ

ネ

:•〉 .

ア
グ
リ̂

ヴ
ィ
チ.

ギ
レ

ン. 

-
■
エ
フ
ス
キ
ー

と
彼

.

の
思
想.

一：.
：

.
パ《

第
四
章
：
：ア
レ
：ク

セ.^.
>

ス
テ
。ハ'/

:

ヴ
ィ
チ
，‘

ポ〉

、
、
、
ャ

|
.
.
コ

フ

'

:
第

五

：章

：

•

コ
ハ
ン
ス
タ
ン
チ
ジ'

セ
ル̂

:

モ
ヴ
ィ
チ
，
.

ア.

ク
サ
.

—

.：コ
ブ 

;
V

.  
:

«

1

早

.'
,
ス

テ

ヴ

ャ
/.
:

ア

：
ィ

丨
^

 ̂

ヴ

主

義

へ 

..
，.
、'.
'へ..■'
第.1

へ
節
.

：

ユ

ー

リ
I
 •

フ.

工■
オ
ド
口
ヴ
イ
チ
•
サ
マI

リ
ン 

V;  

第
.ニ 

節」 .
'イ
ワ
'
ン.
，•....セ
'.
ル..
ゲ.
：ェ
'.
ヴ.

ィチ
......
..•

ア'
ク
'
サ..

丨.

コ...

フ.....

.

第

三

節..

ミハ
イルキフォロヴィチ•力トコフ

,

五
'
.九

：；
(

七
-

九
')...



第

七

奪

ニ

コ

ラ

イ.

ヤ

ーn

ヴ
レ
ヴ
ィ
チ
，
ダ

-
I

レ
I
.

フ
ス

.

キ

t

 

f 

第八章フィヨ

ー•

，ド.

ル

.
ミ
ハ
イ
口
ヴ
ィ
チ

.

ド
ス
ト

.

.

エ.

I
フ
ス
キ

I 

:

-

一
. 

笫
3

摩
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
•
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
•
ポ
ベ
ド
ノ
ス
チ
ェ
フ
と 

コ
：シ

ス

タ

ン

チ

シ

ン

；
コ
ラ
エグ

ィ

チ
.
レ
.オ
ン
チ.

ェ
フ 

第

二

章-

コ.

ン
ス
タ
ン
チ；X  

•

レ

オ
ン
チH

フ

と「

わ
れ
わ
れ
の
新
し
い 

キ
リ
ス
ト」

.

第

芏

韋

ー

ー

^

フ

ヴ

主

義

の

分

裂

に

对

す

石

闘

争

が

正

統

ち

フ

ヴ

至

義

.
'
_

第

：1

取
，,

:.
:

_

ウ〈

ラ
’
チ
.、、
r.

ル
：.
--
'

ゼ.
.
.ル.

ゲ
'.
土̂

.

.̂

チ
：

.

，
ソ.

ロ.
.
ヴ
..ィ
3

'.K

 

と
彼.
© '

思
.

.

'
.

へ.

せ
'.

ク〉

.
ニ
へ

 v

'
f
 d

■

第
1
鼙

東

欧

に

お

け

る‘
ス
ラ
ヴ
民
族
解
放
の
思
齔
と
運
動■

: 

4

第
2

早
；':

>

ン
連
邦
に
奴.

げ.

る
金
，
ブ
ヴ
運
動

以
上
の
構
成
に.

ロ
シ
ア
に
お
け

‘
^

ス.

ラ
ヴ
思
想
の
展
開
が
示
さ
れ
て
い
る
と

. 

見

て

：
も

ょ

.

：
か

ち

，
ぅ

。

'.
:

い

ず̂

^

ょ

本

書

め

課

題

比

著

者

が

は

レ

が

^

に

誉

へ
 

さ
れ
る
ご
と
く、
■ 

ロ
シ
ア
思
想
史
に
：お
げ
名
ス

.

ラ
ヴ
主
義
者=

ス
ラ.

ヴ
ャ
ノ
フ>

 

:̂

丨
ー
ル'.
の

思

想

办

潘

展

ぎ

撕

づ

：
け

^

こ.

と
^

在
る
？
数
瓦
頁
ょ
的
な
る
と
め 

想
史
は
ロ':
シ
7 '

:

の̂

5

史

：•

：
経

濟

史

に

出

1 :,
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史
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、；一

:

龍

に
.

ぢ
分
で
0 ;

思

想

家

は

、
ぃ

体

系

的

に

論

逾

：
す

^

-

^

私

質

的
 

に
叙
述
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介
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西
欧
化 

杧
反
撥
し.
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独
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潮
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；
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激
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潜
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滅
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独
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簿
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す
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。
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膜
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を̂

遍

的

：
，

.
哲
学
的
に
基
礎
づ
け
る
も
の
：と
喧
伝
さ
れ
た
の 

で
あ
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